


愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会概要
え    がお

スローガン

参加するすべての人々が、愛媛を駆け抜ける風のように舞い輝く大会となることをイメージし、愛媛らしく
俳句仕立てにしています。

第72回国民体育大会

広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ
精神を高揚して国民の健康増進と体力の向上
を図り、併せて地域のスポーツの振興と文化
の発展に寄与するとともに、国民生活を明る
く豊かにしようとするものです。

第17回全国障害者スポーツ大会

障がいのある選手が競技等を通じ、スポーツの
楽しさを体験するとともに、多くの人々が障
がいに対する理解を深め、障がいのある人の
社会参加を推進することを目的として開催さ
れる国内最大の障がい者スポーツの祭典です。

21世紀の「21」をモチーフに、障がい者の「走
る」「跳ぶ」「泳ぐ」姿をデザインしています。
4つのカラーは、「北海道」「本州」「四国」「九州」
を表し、全国の障がい者スポ
ーツの交流の場として、人と
人との交流、地域との連帯を
深める「全国障害者スポーツ
大会」の未来への飛躍をシン
ボライズしています。

国民体育大会マーク

昭和 22 年に国民体育大会のシンボルとして
制定され、第２回大会から使用されています。
30 度右傾斜した赤色の火炎を直径 10 分の１
の紺青色の円帯で囲んでい
ます。

全国障害者スポーツ大会マーク

マスコットキャラクター

えひめ国体マスコットのみきゃんです。みかんと野を駆ける動物に似た愛媛県の形と愛媛の方言「～やけ
ん（犬）。」から犬をモチーフにしたキャラクターです。何にでも前向きで、スポーツの大好きなみきゃん
がえひめ国体を一緒に盛り上げます。

大会愛称

前向きな気持ちと思いやりの心が結集した愛のある笑顔「愛顔（えがお）」でおもてなし。選手・役員や観客、
運営を支えるスタッフなどみんなが愛顔でつながる大会にすることを目的にしています。



発刊にあたって

愛顔つなぐえひめ国体伊予市実行委員会会長

伊予市長　武 智　邦 典

え  がお

　愛媛県にとって 64 年ぶりの開催となりました第

72回国民体育大会「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体」

は、全国各地から多くの参加者及び関係者にお越し

いただく中、天皇杯・皇后杯ともに２位という輝か

しい成果を残し、数々の愛顔と感動に包まれながら

盛会のうちに閉幕しました。

　伊予市では、正式競技としてビーチバレーボール

（男女）、ホッケー（成年男女）、バレーボール（少年

男子）、公開競技としてパワーリフティングを開催し

ました。台風 18号の影響で一部、日程を変更して実

施した競技もありましたが、すべての競技・行事を

成功裏に終了することができました。

　また、国体に続いての開催となった「愛顔（えがお）

つなぐえひめ大会」においては、皇太子殿下御臨席

のもと、バレーボール競技（聴覚障害者の部）を実

施することができました。

　開催期間中は、国内トップレベルの試合を観戦し

ようと連日、多くの来場者でにぎわいましたが、全

国から訪れる方たちをお迎えするため、準備段階か

ら「花いっぱい運動」「手づくりのぼり旗製作」「ク

リーンアップ運動」などに取り組んでいただいた関

係機関・団体の皆さん、大会運営の面で競技運営を

支えていただいた競技役員やボランティアの皆さん、

選手たちに心のこもった声援を送り応援していただ

いた多くの市民の皆さん、そして、何よりもすべて

の取り組みにおいて献身的にサポートいただいた小・

中・高校生の皆さん。様々な方々の絶大なるご支援

により、市民総参加による「おもてなし」が実現し

たものと自負しています。

　加えて、全国から伊予市にお見えになった選手・

監督など約４万人の方々との交流の中では、伊予市

の「美しい」「美味しい」といった良好なイメージを

魅力的かつ効果的に伝えていただきました。

　こうした皆さんとの協働は、大会を成功に導いた

大きな要因であり、スポーツの力による地域の絆の

強さを目の当たりにすることで、スポーツの振興を

通した「まちづくり」に強い手応えを感じています。

ここで得られた経験や財産が、これからの「まちづ

くり」の原動力となるよう、次の世代に着実かつ的

確に引き継いでまいりたいと考えております。

　結びに、両大会の開催にあたり、格別なるお力添

えを賜りました各競技団体をはじめ、すべての関係

者の皆さんに対しまして深く感謝申し上げますとと

もに、今後の「伊予市のまちづくり」にご理解とご

協力を賜りますようお願い申し上げまして、発刊に

あたってのご挨拶とさせていただきます。






